◇　雲の上の空

　　　青く澄んだ空を赤い機体とそれに続いて黒い機体のロボットが駆け抜け

　　　る。

赤「（怒）あ〜もう〜しつっこいな〜！」

　　　と静止して振り返る赤い機体。

　　　黒い機体も静止する。

主人公「（怒）やっと捕まえたぞ。このこそ泥野郎！」 

主人公「俺から奪った色をさっさと返しやがれ！」

赤「（喜）やだね、色の真価が分からないようなのが何言ってんだか〜。」

主人公「なん・・・」

　　　赤、主人公が喋るのを遮り喋り始める。

赤「色にはね、特別な力が宿っているの。その力を引き出せるのは私達魔女だけ、魔女じゃないあんたには宝の持ち腐れよ〜。」

主人公「（怒）ふざけんな！俺にとってそいつはなくてはならない大切なものな　

　んだよ。」

赤「へえ、魔女でもないアンタにとっていったいどんだけの価値があるってい　　

　うの？」

主人公「（怒）うっせんだよ！ごちゃごちゃ言ってねえでさっさと返しやが

　れ！」

　　　＊戦闘開始＊

　　　＊赤覚醒前＊

赤「やるじゃない、それじゃあ本気・・・出すよ。」

　　　赤の体から赤いオーラのようなものがほとばしる。

主人公「！」

赤「これが色の持つ真の力。」

主人公「・・・」

赤「どう、今後もう私たちを探さないって誓うなら見逃してあげるけど？」

主人公「（喜）ふふふ・・・おもしれえ、これでさっきよりまともな勝負ができ　そうだ、どっちが強いか決着つけようじゃねえか！」

赤「ばかね〜。」

　　　＊赤覚醒体と戦闘＊

　　　＊赤覚醒体との戦闘終了後＊

赤「うへぇ、調子こいてすいませんでした、どうか命だけは〜。」

主人公「そんじゃあさっさと返すもん返してもらおうか！」

赤「え、ちょ、それも勘弁、イヤ、駄目えええぇ〜〜。」

赤の体から光の粒子が立ち上る。

赤の体から出た光の粒子が主人公の体に降り掛かる。

主人公「ふう・・・、やっぱこいつがねえと落ち着かなねえぜ、さてと、　

そんじゃ残りのやつらはどこにいんだ？」

赤「・・・。」

主人公「おいおい、黙ってねえでなんか喋れよ。」

赤「よし、準備完了。それじゃ〜ね〜。」

主人公「は？」

赤の機体がその場から閃光を放ち消え去る

主人公「な！あんにゃろ、まだあんな力が残ってやがったのか！くそー折角の

手がかりが〜！」　

＊赤ステージ終了＊

